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(57)【要約】
　タッチパネル及びその検出方法を提供する。検出方法
は、駆動信号をタッチパネルの複数のタッチ駆動電極に
付与し、タッチパネルの複数のタッチ感知電極から感知
信号を取得することと、複数のタッチ感知電極のうちの
少なくとも１つであるプリセットタッチ感知電極が取得
したターゲット感知信号を検出することと、ターゲット
感知信号を判断して判断結果を取得し、前記判断結果に
基づいて、前記タッチパネルの曲げ操作状態及びタッチ
操作状態が含まれるタッチパネルの状態を判定すること
と、を含む。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動信号をタッチパネルの複数のタッチ駆動電極に付与するとともに、前記タッチパネ
ルの複数のタッチ感知電極から感知信号を取得することと、
　プリセットタッチ感知電極に対応する前記検出ユニットから取得したターゲット感知信
号を検出することと、
　検出された前記ターゲット感知信号を判断して判断結果を取得することと、
　前記判断結果に基づいて前記タッチパネルの状態を判定することと、を含み、
　前記複数のタッチ駆動電極と前記複数のタッチ感知電極により複数の検出ユニットが構
成され、
　前記プリセットタッチ感知電極は、前記複数のタッチ感知電極のうちの少なくとも１つ
であり、
　前記状態には、前記タッチパネルの曲げ操作状態及びタッチ操作状態が含まれる、こと
を特徴とするタッチパネルの検出方法。
【請求項２】
　前記検出された前記ターゲット感知信号を判断して判断結果を取得し、前記判断結果に
基づいて前記タッチパネルの状態を判定することは、
　前記ターゲット感知信号の第１パラメータが第１閾値よりも小さいか否かを判断するこ
とと、、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも小さい場合に、前記ターゲット感知信号に対
応する第２パラメータが第１閾値間隔内にあるか否かを判断することと、
　前記第２パラメータが前記第１閾値間隔内にある場合に、前記タッチパネルが前記プリ
セットタッチ感知電極の位置で曲げ操作を受け付けて前記曲げ操作状態になっていると判
定することと、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも大きい場合、又は、前記第２パラメータが前
記第１閾値間隔よりも大きい場合に、前記タッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極
の位置でタッチ操作を受け付けて前記タッチ操作状態になっていると判定することと、を
含み、
　前記第１閾値は、前記プリセットタッチ感知電極に対応する検出ユニットによって受信
する感知信号の平均変化度合を特徴づけ、
　前記第１閾値間隔は、前記プリセットタッチ感知電極によって発生する感知信号と、前
記複数のタッチ感知電極のうちの、前記プリセットタッチ感知電極を除くタッチ感知電極
によって発生する感知信号との差分値を特徴づけることを特徴とする請求項１に記載のタ
ッチパネルの検出方法。
【請求項３】
　前記第２パラメータは第１基準値と第２基準値の差の絶対値であり、前記プリセットタ
ッチ感知電極は複数の前記検出ユニットに対応しており、前記ターゲット感知信号は複数
の前記検出ユニットに対応するサブターゲット感知信号を含み、
　前記第１基準値は、前記複数のサブターゲット感知信号の平均値であり、
　前記第２基準値は、前記複数のタッチ感知電極のうちの、前記プリセットタッチ感知電
極を除くタッチ感知電極に対応する検出ユニットによって発生した複数の感知信号の平均
値であり、
　前記第１閾値間隔は、第３基準値と第４基準値で構成される区間範囲であることを特徴
とする請求項２に記載のタッチパネルの検出方法。
【請求項４】
　前記第２パラメータが前記第１閾値間隔内にある場合に、前記タッチパネルが前記プリ
セットタッチ感知電極の位置で曲げ操作を受け付けたと判定することは、更に、
　前記第２パラメータが第３基準値よりも大きいか否かを判断することと、
　前記第２パラメータが前記第３基準値よりも大きい場合、前記第１基準値と前記第２基
準値の大きさを判断することと、
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　前記第１基準値が第２基準値よりも小さい場合、第２パラメータが第４基準値よりも小
さいか否かを判断することと、
　第２パラメータが第４基準値よりも小さい場合、前記タッチパネルが前記プリセットタ
ッチ感知電極の位置で第１の方向の曲げ操作を受け付けたと判定することとを含み、
　前記第１の方向は、隣り合う位置の前記プリセットタッチ感知電極が互いに離れる方向
であることを特徴とする請求項３に記載のタッチパネルの検出方法。
【請求項５】
　前記第１基準値が前記第２基準値よりも小さくない場合には、前記タッチパネルが前記
プリセットタッチ感知電極の位置で第２の方向の曲げ操作を受け付けたと判定することを
さらに含み、
　前記第１の方向と前記第２の方向は逆向きであり、前記第２の方向は、隣り合う位置の
前記プリセットタッチ感知電極が互いに近接する方向であることを特徴とする請求項４に
記載のタッチパネルの検出方法。
【請求項６】
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも大きい場合、又は、前記第２パラメータが前
記第１閾値間隔よりも大きい場合に、前記タッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極
の位置でタッチ操作を受け付けたと判定することは、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも大きい場合、前記タッチパネルが前記プリセ
ットタッチ感知電極の位置でシングルタッチ操作を受け付けたと判定することと、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも小さく、且つ前記第２パラメータが前記第４
基準値よりも大きい場合、前記タッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極の位置でマ
ルチタッチジェスチャ操作を受け付けたと判定することと、を含むことを特徴とする請求
項３に記載のタッチパネルの検出方法。
【請求項７】
　前記タッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極の位置でシングルタッチ操作を受け
付けたと判定されたことは、
　前記ターゲット感知信号がタッチレポートアルゴリズムを満たしているか否かを判断す
ることと、
　前記ターゲット感知信号が前記タッチパネルのタッチレポートアルゴリズムを満たして
いる場合には、前記シングルタッチ操作又はマルチタッチジェスチャ操作のタッチ位置を
報告することと、をさらに含み、
　前記タッチレポートアルゴリズムは、前記シングルタッチ操作又はマルチタッチジェス
チャ操作のタッチ位置を判定するために用いられる、ことを特徴とする請求項６に記載の
タッチパネルの検出方法。
【請求項８】
　前記タッチパネルの検出方法は、更に、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも小さく、且つ前記第２パラメータが前記第３
基準値よりも小さい場合に、前記タッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極の位置で
前記曲げ操作及び前記タッチ操作を受け付けていないと判定することを含むことを特徴と
する請求項３に記載のタッチパネルの検出方法。
【請求項９】
　前記第１パラメータは、プリセットタッチ感知電極に対応する複数のサブターゲット感
知信号の分散であることを特徴とする請求項２～８のいずれか１項に記載のタッチパネル
の検出方法。
【請求項１０】
　タッチパネルであって、
　複数のタッチ駆動電極と、感知信号を取得するように構成される複数のタッチ感知電極
と、前記タッチ駆動電極と前記タッチ感知電極に電気的に接続されるタッチ回路と、を含
み、前記複数のタッチ駆動電極と前記複数のタッチ感知電極により複数の検出ユニットが
構成され、
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　　前記タッチ回路は、
　　駆動信号を前記複数のタッチ駆動電極に付与するように構成される駆動ユニットと、
　　前記複数のタッチ感知電極から、前記複数のタッチ感知電極のうちの少なくとも１つ
であるプリセットタッチ感知電極から取得されるターゲット感知信号が含まれる感知信号
を取得するように構成される感知ユニットと、
　前記ターゲット感知信号を判断して判断結果を取得するように構成される判断ユニット
と、
　判断ユニットが取得した判断結果に基づいて、前記タッチパネルの曲げ操作状態及びタ
ッチ操作状態が含まれる前記タッチパネルの状態を判定するように構成される判定ユニッ
トと、を含むことを特徴とするタッチパネル。
【請求項１１】
　前記判断ユニットが前記ターゲット感知信号を判断して前記判断結果を取得することは
、
　前記ターゲット感知信号の第１パラメータが第１閾値よりも小さいか否かを判断するこ
とと、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも小さい場合に、前記ターゲット感知信号に対
応する第２パラメータが第１閾値間隔内にあるか否かを判断することと、を含み、
　前記第１閾値は、前記プリセットタッチ感知電極に対応する検出ユニットによって受信
する感知信号の平均変化度合を特徴づけ、
　前記第１閾値間隔は、前記プリセットタッチ感知電極によって発生する感知信号と、前
記複数のタッチ感知電極のうちの、前記プリセットタッチ感知電極を除くタッチ感知電極
によって発生する感知信号との差分値を特徴づけ、
　前記判定ユニットが前記タッチパネルの状態を判定することは、
　前記第２パラメータが前記第１閾値間隔内にある場合、前記タッチパネルが前記プリセ
ットタッチ感知電極の位置で曲げ操作を受け付けたと判定することと、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも大きい場合、又は、前記第２パラメータが前
記第１閾値間隔よりも大きい場合、前記タッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極の
位置でタッチ操作を受け付けたと判定することと、含むことを特徴とする請求項１０に記
載のタッチパネル。
【請求項１２】
　前記第２パラメータは第１基準値と第２基準値の差の絶対値であり、前記プリセットタ
ッチ感知電極は複数の前記検出ユニットに対応しており、前記ターゲット感知信号は複数
の前記検出ユニットに対応するサブターゲット感知信号を含み、前記第１基準値は前記複
数のサブターゲット感知信号の平均値であり、前記第２基準値は、前記複数のタッチ感知
電極のうちの、前記プリセットタッチ感知電極を除くタッチ感知電極に対応する検出ユニ
ットによって発生した複数の感知信号の平均値であり、前記第１閾値間隔は第３基準値と
第４基準値で構成される区間範囲であり、
　前記タッチ回路における前記判断ユニットは、更に、前記第２パラメータが前記第１閾
値間隔内にある場合に、前記第１基準値と前記第２基準値の大きさを判断するように構成
され、
　前記第２パラメータが前記第１閾値間隔内にある場合に、前記第１基準値と前記第２基
準値の大きさを判断することは、
　前記第２パラメータが第３基準値よりも大きいか否かと判断することと、
　前記第２パラメータが前記第３基準値よりも大きい場合、前記第１基準値と前記第２基
準値の大きさを判断することと、
　前記第１基準値が第２基準値よりも小さい場合、前記第２パラメータが前記第１閾値間
隔内にあるか否かを判断することと、
　前記第２パラメータが前記第４基準値よりも小さく、前記第２パラメータが前記第１閾
値間隔内にあることが示された場合、前記判定ユニットは、前記タッチパネルが前記プリ
セットタッチ感知電極の位置で第１の方向の曲げ操作を受け付けたと判定することと、
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　前記第１基準値が前記第２基準値よりも小さくない場合、前記判定ユニットが、前記タ
ッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極の位置で第２の方向の曲げ操作を受け付けた
と判定することとを含み、
　前記第１の方向は、隣り合う位置の前記プリセットタッチ感知電極が互いに離れる方向
であり、
　前記第１の方向と前記第２の方向は逆向きであり、前記第２の方向は、隣り合う位置の
前記プリセットタッチ感知電極が互いに近接する方向であることを特徴とする請求項１１
に記載のタッチパネル。
【請求項１３】
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも大きい場合、又は、前記第２パラメータが前
記第１閾値間隔よりも大きい場合に、前記タッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極
の位置でタッチ操作を受け付けたと判定することは、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも大きい場合、前記判定ユニットが、前記タッ
チパネルが前記プリセットタッチ感知電極の位置でシングルタッチ操作を受け付けたと判
定することと、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも小さく、且つ前記第２パラメータが前記第４
基準値よりも大きい場合、前記判定ユニットが、前記タッチパネルが前記プリセットタッ
チ感知電極の位置でマルチタッチジェスチャ操作を受け付けたと判定することと、を含む
ことを特徴とする請求項１２に記載のタッチパネル。
【請求項１４】
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも小さく、且つ前記第２パラメータが前記第３
基準値よりも小さい場合には、前記タッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極の位置
で前記曲げ操作及び前記タッチ操作を受け付けていないと判定することを特徴とする請求
項１２に記載のタッチパネル。
【請求項１５】
　前記第１パラメータは、プリセットタッチ感知電極に対応する複数のサブターゲット感
知信号の分散であることを特徴とする請求項１２～１４のいずれか１項に記載のタッチパ
ネル。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はタッチ技術分野に関し、特に、タッチパネルの検出方法及びタッチパネルに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、ディスプレイの曲げ感知は、一般的に感知部材を電子機器に別途設置する（例え
ば、機械センサ又は光学センサを外付けする）ことで実現されている。例えば、ディスプ
レイが一定の度合まで曲がると、機械的にボタンを作動させてディスプレイの曲げ検出を
実現したり、フィードバックプロセスを通じて折畳み感知機能を実現したりする。また、
光学センサを利用してディスプレイの曲げ感知機能を実現することも可能である。しかし
、ディスプレイの曲げ検出を実現する上記の方式は、全体的な体積を増加させるほか、コ
ストも上昇する。また、フレキシブルフルディスプレイの場合には、ディスプレイの内部
に感知部材を設置するしかなく、ディスプレイの前面により多くの感知部材を設置するこ
とはできない。これにより、ディスプレイ内部の部材レイアウトスペースが減少し、設計
の複雑度が増してしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の実施例は、タッチパネルがタッチ操作又は曲げ操作を受け付けたか否かを従来
のタッチパネルの構造を利用して識別可能とすることで、タッチパネルの集積度を向上さ
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せるとともに、タッチパネルの部材設置の複雑度を低下させるタッチパネルの検出方法及
びタッチパネルを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第一の局面において、本発明の実施例はタッチパネルの検出方法を提供する。当該方法
は、
駆動信号をタッチパネルの複数のタッチ駆動電極に付与し、前記タッチパネルの複数のタ
ッチ感知電極から感知信号を取得することと、
プリセットタッチ感知電極に対応する前記検出ユニットから取得したターゲット感知信号
を検出することと、
検出された前記ターゲット感知信号を判断して判断結果を取得することと、
前記判断結果に基づいて、前記タッチパネルの状態を判定することと、を含み、
前記複数のタッチ駆動電極と前記複数のタッチ感知電極により複数の検出ユニットが構成
され、
前記プリセットタッチ感知電極は、前記複数のタッチ感知電極のうちの少なくとも１つで
あり、
前記状態には、前記タッチパネルの曲げ操作状態及びタッチ操作状態が含まれる。
【０００５】
　第二の局面において、本発明の実施例はタッチパネルを提供する。当該タッチパネルは
、タッチ回路、複数のタッチ駆動電極、及び感知信号を取得するように構成される複数の
タッチ感知電極を含む。前記複数のタッチ駆動電極と前記複数のタッチ感知電極により複
数の検出ユニットが構成される。タッチ回路は、前記タッチ駆動電極と前記タッチ感知電
極に電気的に接続される。タッチ回路は、駆動ユニット、感知ユニット、判断ユニット及
び判定ユニットを含む。駆動ユニットは、駆動信号を前記複数のタッチ駆動電極に付与す
るように構成される。感知ユニットは、前記複数のタッチ感知電極から感知信号を取得す
るように構成される。前記感知信号には、プリセットタッチ感知電極から取得されるター
ゲット感知信号が含まれる。前記プリセットタッチ感知電極は、前記複数のタッチ感知電
極のうちの少なくとも１つである。判断ユニットは、前記ターゲット感知信号を判断して
判断結果を取得するように構成される。判定ユニットは、判断ユニットが取得した判断結
果に基づいて前記タッチパネルの状態を判定するように構成される。前記状態には、前記
タッチパネルの曲げ操作状態及びタッチ操作状態が含まれる。
【発明の効果】
【０００６】
　上述したタッチパネルの検出方法では、プリセットタッチ感知電極が取得したターゲッ
ト感知信号を検出及び分析することで、タッチパネルがプリセットタッチ感知電極の位置
で曲げ操作又はタッチ操作を受け付けたか否かを判定する。即ち、タッチ駆動電極とタッ
チ感知電極を併用してタッチ操作を識別することをベースに、更にタッチパネルが受け付
けた曲げ操作を識別することも可能である。よって、タッチパネルの集積度を効果的に向
上させられるとともに、タッチパネルの部材設置の複雑度が低下する。
【０００７】
　本発明の実施例又は従来技術における技術方案をより明確に説明すべく、以下に、実施
例で使用を要する図面について簡単に説明する。なお、言うまでもなく、以下で述べる図
面は本発明の実施例の一部にすぎず、当業者であれば、創造的労働を要することなくこれ
らの図面から更にその他の図面を得ることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、本発明の実施例で提供するタッチパネルの平面構造を示す図である。
【図２】図２は、図１で示したタッチパネルの平面レイアウトを示す図である。
【図３】図３は、図１で示したタッチパネルの側面構造を示す図である。
【図４】図４は、図２で示したタッチ駆動電極及びタッチ感知電極の、図３で示した電極
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層における側面構造を示す図である。
【図５】図５は、図４で示したタッチパネルが第１の方向及び第１の方向と反対の第２の
方向への曲げ操作を受け付けた場合の構造を示す図である。
【図６】図６は、図１～図２で示したタッチパネルの検出方法にかかるステップのフロー
チャートである。
【図７】図７は、図６で示したタッチパネルが曲げ操作を受け付けたと判断された場合に
曲げ方向を判断するステップのフローチャートである。
【図８】図８は、図２で示したタッチ回路のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、本発明の実施例にかかる図面を組み合わせて、本発明の実施例における技術方
案について明瞭簡潔に述べる。なお、言うまでもなく、ここで記載する実施例は本発明の
実施例の一部にすぎず、全ての実施例ではない。本発明の実施例に基づいて当業者が創造
的労働を要することなく取得するその他あらゆる実施例は、いずれも本発明の保護の範囲
に属する。
【００１０】
　図１を参照する。図１は、本発明の実施例で提供するタッチパネルの平面構造を示す図
である。本実施例において、タッチパネル１０１はフレキシブルパネルであり、ユーザが
操作する際に曲げることが可能である。即ち、ユーザの曲げ操作を受け付けることが可能
である。本実施例では、タッチパネル１０１が静電容量式のタッチパネルである場合を例
示して説明する。ただし、可変的に、本発明のその他の実施例において、タッチパネル１
０１は、抵抗式、静電容量検知式、赤外線式、表面弾性波式等としてもよく、静電容量式
に限定しない。
【００１１】
　図２を参照する。図２は、図１で示したタッチパネル１０１の平面構造を示す図である
。具体的に、タッチパネル１０１は、駆動方向ｘに沿って延伸し、且つ感知方向ｙに沿っ
て配列されるとともに、互いに絶縁された複数のタッチ駆動電極２０２を含んでいる。前
記複数のタッチ駆動電極２０２は、順にＴ１～Ｔｉ～Ｔｍと示している。ここで、１≦ｉ
≦ｍであり、ｍは自然数である。
【００１２】
　また、前記タッチパネル１０１は、更に、感知方向ｙに沿って延伸し、且つ駆動方向ｘ
に沿って配列される複数のタッチ感知電極２０３を含んでいる。前記複数のタッチ感知電
極２０３は、順にＲ１～Ｒｊ～Ｒｎと示している。ここで、１≦ｊ≦ｎであり、ｎは自然
数である。駆動方向ｘと感知方向ｙは互いに垂直である。
【００１３】
　ここで、複数のタッチ駆動電極２０２と複数のタッチ感知電極２０３は互いに絶縁され
ており、且つ交差して複数の検出ユニットＤＵを構成している。検出ユニットＤＵは、タ
ッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３により構成されるコンデンサ構造であると理
解すればよい。
【００１４】
　本発明の実施例において、タッチパネル１０１はタッチ回路２０４を更に含む。タッチ
回路２０４は、複数のタッチ駆動電極２０２及び複数のタッチ感知電極２０３にそれぞれ
電気的に接続される。タッチ回路２０４は、タッチ駆動電極２０２を介して複数の駆動信
号を検出ユニットＤＵに付与し、タッチ感知電極２０３から感知信号を取得することで、
タッチパネル１０１が受け付けたタッチ操作又は曲げ操作を識別するように構成される。
【００１５】
　図３を参照する。図３は、図１で示したタッチパネルの側面構造を示す図である。図３
に示すように、タッチパネル１０１は、下から順に、基板１０２、電極層１０３及び保護
フィルム１０４という複数層の媒体から構成されている。基板１０２は、透明な材質のガ
ラス又は樹脂材料からなり、電極層１０３を設置するように構成される。電極層１０３は
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、複数のタッチ駆動電極２０２及び複数のタッチ感知電極２０３を含む。保護フィルム１
０４は電極層１０３を保護するように構成される。
【００１６】
　図４を参照する。図４は、図２で示したタッチ駆動電極２０２及びタッチ感知電極２０
３から構成される検出ユニットＤＵの、図３で示した電極層１０３における具体的な側面
構造を示す図である。
【００１７】
　図４に示すように、タッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３は、予め定められた
距離を隔てて互いに絶縁されるように基板１０２上に設置されている。タッチパネル１０
１が通電すると、タッチ駆動電極２０２はタッチ回路２０４から駆動信号を取得する。静
電容量式の検出ユニットＤＵにおけるタッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３に電
気力線が発生すると、タッチ感知電極２０３にも相応の感知信号が発生する。本実施例に
おいて、前記感知信号は検出ユニットＤＵの静電容量値を示す。
【００１８】
　タッチパネル１０１がタッチ操作を受け付けた場合、即ち、ユーザの指又はこれに類似
する導体が保護フィルム１０４の表面に触れると、タッチ駆動電極２０２とタッチ感知電
極２０３の電気力線が導体である指の影響を受けることで、タッチ感知電極２０３に感知
信号の変化がそれに応じて生じる。変化した感知信号に対応する駆動信号が付与されたタ
ッチ駆動電極２０２の位置と、感知信号を出力したタッチ感知電極２０３の位置を分析す
ることで、タッチ操作の位置を識別することが可能である。なお、駆動信号を複数のタッ
チ駆動電極２０２に付与するステップは、タッチ駆動電極２０２の位置の並びに従って順
に実行される。よって、駆動信号が付与されたタッチ駆動電極２０２の位置は、駆動信号
が付与されたタイミングから取得可能である。
【００１９】
　また、タッチパネル１０１が曲げ操作を受け付けた場合については図５を参照する。図
５は、図４で示したタッチパネル１０１が第１の方向Ｆ１又は第１の方向と反対の第２の
方向Ｆ２の曲げ操作を受け付けた場合の構造を示す図である。本実施例において、第１の
方向Ｆ１は、隣り合うタッチ駆動電極２０２、隣り合うタッチ感知電極２０３、又は隣り
合うタッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３が互いに離れる方向である。また、第
２の方向Ｆ２とは、隣り合うタッチ駆動電極２０２、隣り合うタッチ感知電極２０３、又
は隣り合うタッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３が互いに近接する方向である。
【００２０】
　図５に示すように、タッチパネル１０１が曲げ操作を受け付けて第１の方向Ｆ１又は第
２の方向Ｆ２に沿って曲がると、タッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３との距離
に変化が生じる。すると、タッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３で構成されるコ
ンデンサの電気力線が影響を受けることで、感知信号にも変化が生じる。
【００２１】
　具体的に、タッチパネル１０１が第１の方向Ｆ１の曲げ操作を受け付けて第１の方向Ｆ
１に沿って曲がった場合には、タッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３との距離が
大きくなって、タッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３の間の電気力線が減少する
。一方、タッチパネル１０１が第２の方向Ｆ２の曲げ操作を受け付けて第２の方向Ｆ２に
沿って曲がった場合には、タッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３との距離が小さ
くなって、タッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３の間の電気力線が増加する。タ
ッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３の間の電気力線が減少又は増加すると、曲げ
操作を受け付けていない場合に比べて感知信号が小さく又は大きくなる。従って、タッチ
回路２０４は、予め定められた特定位置のタッチ感知電極２０３から出力された感知信号
を分析することで、タッチパネル１０１の特定位置に曲げ操作が発生したか否かを正確に
知ることができる。なお、予め定められた特定位置のタッチ感知電極２０３は１つであっ
てもよいし、複数であってもよく、特に限定しない。本実施例において、予め定められた
特定位置のタッチ感知電極２０３は、隣り合う２つのタッチ感知電極２０３（図２に示し
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たタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒｊ＋１）とする。また、予め定められた特定位置とは、ユーザ
が通常実行する曲げ操作を受け付けたときに曲げが発生する位置と理解すればよい。
【００２２】
　図６を参照する。図６は、図１～図２で示したタッチパネルの検出方法にかかるステッ
プのフローチャートを示す。図６に示すように、当該方法は以下を含む。
【００２３】
　ステップ４０１：駆動信号をタッチパネル１０１の複数のタッチ駆動電極２０２に付与
し、タッチパネル１０１の複数のタッチ感知電極２０３から感知信号を取得する。
【００２４】
　具体的には、図２に示すタッチ駆動電極Ｔ１～Ｔｍの配置順序に従って、かつ予め定め
られた時間間隔に応じて、対応する検出ユニットＤＵに駆動信号を付与し、複数の検出ユ
ニットＤＵがタッチ感知電極２０３から感知信号を受信することにより、タッチパネル１
０１は、受け付けたタッチ操作又は曲げ操作に対応する感知を実行する。
【００２５】
　ステップ４０２：プリセットタッチ感知電極２０３に対応する検出ユニットＤＵから取
得したターゲット感知信号を検出する。前記予め定められた特定位置のタッチ感知電極２
０３は、複数のタッチ感知電極２０３のうちの少なくとも１つである。本実施例において
、予め定められた特定位置のタッチ感知電極２０３はＲｊ～Ｒ（ｊ＋１）である。
【００２６】
　具体的に、複数のタッチ駆動電極２０２と複数のタッチ感知電極２０３で構成される複
数の検出ユニットＤＵが、外部から付与されたタッチ操作又は曲げ操作に応じて、対応す
る信号の変化を生じさせ、タッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）に対応する複数の検出ユニ
ットＤＵからターゲット感知信号を取得する。
【００２７】
　前記ターゲット感知信号には、タッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）に対応する複数の検
出ユニットＤＵのサブターゲット感知信号が含まれる。サブターゲット感知信号は、数列
Ａ［ｊ，ｍ］及びＡ［ｊ＋１，ｍ］で表すことができる。数列Ａ［ｊ，ｍ］は、タッチ感
知電極Ｒｊに対応するｍ個の検出ユニットＤＵの感知信号を表し、数列Ａ［ｊ＋１，ｍ］
は、タッチ感知電極Ｒ（ｊ＋１）に対応するｍ個の検出ユニットＤＵの感知信号を表す。
感知信号の処理の複雑度を低下させるために、感知信号は初期値に対し差分化処理を行っ
たデータとしてもよい。
【００２８】
　より具体的に例示すると、タッチパネル１０１は、１５個のタッチ駆動電極と１０個の
タッチ感知電極及びタッチ回路を含む。即ち、ｍは１５、ｎは１０である。
【００２９】
　タッチパネル１０１がタッチ操作又は曲げ操作を受け付けていない場合には、タッチ駆
動電極２０２とタッチ感知電極２０３の数で生成される１５×１０の初期値のデータマト
リックスは表１の通りとなる。即ち、タッチパネル１０１に対応するタッチ駆動電極Ｔ１
～Ｔｍとタッチ感知電極Ｒ１～Ｒｎで構成される感知信号のマトリックスは表１の通りと
なる。
【００３０】
　タッチパネル１０１がタッチ操作又は曲げ操作を受け付けると、データを実行しやすい
よう、感知信号を初期値に対して減法処理することで表２に示すデータマトリックスを取
得する。表１におけるタッチ駆動電極Ｔ１とタッチ感知電極Ｒ１で構成される検出ユニッ
トＤＵが位置する第１行第１列の静電容量値を例として、初期値の静電容量値は「１２７
５９」である。タッチパネル１０１がタッチ操作又は曲げ操作を受け付けると、タッチ駆
動電極Ｔ１とタッチ感知電極Ｒ１で構成される検出ユニットＤＵがタッチ感知電極Ｒ１か
ら出力した感知信号を初期値と減算することで変動量「－２」を取得する。これにより、
感知信号の処理の複雑度を効果的に低下させられる。
【００３１】
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【表２】

【００３３】
　好ましくは、ターゲット感知信号は第１パラメータ及び第２パラメータに対応する。第
１パラメータは、複数のサブターゲット感知信号の分散、即ち、サブターゲット感知信号
の数列Ａ［ｊ，ｍ］とＡ［ｊ＋１，ｍ］の分散である。第１パラメータは、プリセットタ
ッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）に対応する複数の検出ユニットＤＵが受信した感知信号
の平均変化度合を特徴づける。
【００３４】
　第２パラメータは、第１基準値Ａと第２基準値Ｂの差の絶対値｜Ａ－Ｂ｜であって、プ
リセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒｊ＋１によって生成した感知信号と、前記複数のタッチ
感知電極Ｒ１～Ｒｎのうちの、前記プリセットタッチ感知電極Ｒ１～Ｒ（ｊ－１）、Ｒ（
ｊ＋２）～Ｒｎを除くタッチ感知電極によって生成した感知信号との差分値を特徴づける
。
【００３５】
　第１基準値Ａは、前記複数のサブターゲット感知信号の平均値、即ち、サブターゲット
感知信号の数列Ａ［ｊ，ｍ］とＡ［ｊ＋１，ｍ］の平均値である。
【００３６】
　前記第２基準値Ｂは、前記複数のタッチ感知電極Ｒ１～Ｒｎのうちの、前記プリセット
タッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）を除くタッチ感知電極Ｒ１～Ｒ（ｊ－１）、Ｒ（ｊ＋
２）～Ｒｎに対応する検出ユニットＤＵによって発生した複数の感知信号の平均値である
。即ち、数列Ａ［１，ｍ］～Ａ［ｊ－１，ｍ］及びＡ［ｊ＋２，ｍ］～Ａ［ｎ，ｍ］の平
均値である。
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【００３７】
　ステップ４０３：検出された前記ターゲット感知信号を判断して判断結果を取得する。
具体的には、前記ターゲット感知信号の第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さいか
否かを判断する。
【００３８】
　第１閾値Ｒｔｈは、プリセットタッチ感知電極に対応する複数の検出ユニットＤＵが受
信する感知信号の平均変化度合を特徴づける。第１閾値Ｒｔｈは、実際のテストで得た値
又は経験値とする。
【００３９】
　ステップ４０４：前記判断結果に基づいて、前記タッチパネルの状態を判定する。言う
までもなく、前記状態には、前記タッチパネルの曲げ操作状態及びタッチ操作状態が含ま
れる。
【００４０】
　具体的に、前記タッチパネルの状態を判定するにあたり、第１パラメータが第１閾値Ｒ
ｔｈよりも小さい場合には、続いて、ターゲット感知信号に対応する第２パラメータが第
１閾値間隔内にあるか否かを判断する。前記第１閾値間隔は、［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］で
表すことができる。
【００４１】
　第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］は、第３基準値Ｔｔｈ１と第４基準値Ｔｔｈ２で
構成される区間範囲を含み、プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒｊ＋１によって発生する
感知信号と、前記複数のタッチ感知電極Ｒ１～Ｒｎのうちの、前記プリセットタッチ感知
電極Ｒ１～Ｒ（ｊ－１）、Ｒ（ｊ＋２）～Ｒｎを除くタッチ感知電極によって発生する感
知信号との差分値を特徴づける。本実施例において、第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２
］は実際のテストで得た値又は経験値とする。
【００４２】
　好ましくは、第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さくない場合には、前記タッチ
パネル１０１が前記プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒｊ＋１の位置でシングルタッチ操
作を受け付けたと判定する。前記シングルタッチ操作は、タッチパネル１０１の１つの位
置に対して実行される長押しタッチ操作である。
【００４３】
　更に、シングルタッチ操作を判定するステップは以下を含む。
【００４４】
　前記ターゲット感知信号がタッチレポートアルゴリズムを満たしているか否かを判断す
る。前記タッチレポートアルゴリズムは、前記タッチ操作のタッチ位置を判定するために
用いられる。
【００４５】
　前記ターゲット感知信号が前記タッチパネル１０１のタッチレポートアルゴリズムを満
たしている場合には、前記タッチ位置を報告する。即ち、プリセットタッチ感知電極Ｒｊ
～Ｒｊ＋１における複数の検出ユニットＤＵのうち、具体的にいずれの検出ユニットＤＵ
から出力された感知信号に変化が生じたかを報告することで、感知信号に変化が生じた検
出ユニットＤＵの位置を判定する。
【００４６】
　ステップ４０５：第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にある場合
には、タッチパネル１０１がプリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒｊ＋１の位置で曲げ操作
を受け付けて前記曲げ操作状態になっていると判定する。
【００４７】
　前記第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にあるとは、具体的に、
第２パラメータが第３基準値Ｔｔｈ１よりも大きくかつ第４基準値Ｔｔｈ２よりも小さい
ことをいい、これによりタッチパネル１０１がプリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒｊ＋１
の位置で曲げ操作を受け付けたと判定する。
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【００４８】
　好ましくは、第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にある場合には
、更に、タッチパネル１０１の曲げ方向を判断してもよい。即ち、タッチパネル１０１の
方向が第１の方向Ｆ１であるか第２の方向Ｆ２であるかを判断する。
【００４９】
　具体的には、図７を参照する。図７は、タッチパネル１０１が曲げ操作を受け付けた場
合に曲げ方向を判断するステップのフローチャートである。図７に示すように、第２パラ
メータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にある場合にタッチパネル１０１の曲げ
方向を判断することは、更に以下のステップを含む。
【００５０】
　ステップ５０１：前記第２パラメータが第３基準値Ｔｔｈ１よりも大きいと判断する。
【００５１】
　ステップ５０２：前記第２パラメータが前記第３基準値Ｔｔｈ１よりも大きい場合、前
記第１基準値Ａと前記第２基準値Ｂの大きさを判断する。
【００５２】
　ステップ５０３：前記第１基準値Ａが第２基準値Ｂよりも小さい場合、第２パラメータ
が第４基準値Ｔｔｈ２よりも小さいか否かを判断する。
【００５３】
　ステップ５０４：第２パラメータが第４基準値Ｔｔｈ２よりも小さい場合には、前記タ
ッチパネル１０１が前記プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒｊ＋１の位置で図５に示す第
１の方向Ｆ１の曲げ操作を受け付けたと判定する。
【００５４】
　ステップ５０５：ステップ５０３に対応して、前記第１基準値Ａが前記第２基準値Ｂよ
りも小さくない場合には、前記タッチパネル１０１が前記プリセットタッチ感知電極Ｒｊ
～Ｒｊ＋１の位置で図５に示す第２の方向Ｆ２の曲げ操作を受け付けたと判定する。なお
、言うまでもなく、このときにも第２パラメータは第４基準値Ｔｈ２より小さいため、第
２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にあることが保証される。
【００５５】
　続いて、図６を参照する。
【００５６】
　ステップ４０６：第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも大きい
場合には、タッチパネル１０１がプリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒｊ＋１の位置でマル
チタッチジェスチャ操作を受け付けたと判定する。前記マルチタッチジェスチャ操作には
、タッチパネル１０１の拡大又は縮小操作、回転操作等が含まれてもよく、即ち、連続的
なマルチタッチ操作が含まれる。
【００５７】
　好ましくは、マルチタッチジェスチャ操作に対応して、更に、前記ターゲット感知信号
がタッチレポートアルゴリズムを満たしているか否かを判断してもよい。前記ターゲット
感知信号が前記タッチパネル１０１のタッチレポートアルゴリズムを満たしている場合に
は、前記マルチタッチジェスチャ操作のタッチ位置を報告する。
【００５８】
　第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも大きいとは、第２パラメ
ータが第４基準値Ｔｔｈ２よりも大きいことを意味すると理解すればよい。即ち、第２パ
ラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］におけるいずれの数よりも大きいことを
意味する。
【００５９】
　なお、第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さくない場合にタッチパネル１０１が
受け付けたと判定されるシングルタッチ操作、及び、第２パラメータが閾値間隔［Ｔｔｈ
１，Ｔｔｈ２］よりも大きい場合に判定されるジェスチャ操作はいずれもタッチ操作に属
し、タッチパネル１０１がタッチ操作を受け付けた場合にはタッチ操作状態であることを
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意味する。
【００６０】
　更に、第１パラメータが前記第１閾値Ｒｔｈよりも小さく、且つ第２パラメータが第１
閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも小さい場合、即ち、第２パラメータが第３基準値
Ｔｔｈ１よりも小さい場合には、前記タッチパネル１０１が前記プリセットタッチ感知電
極Ｒｊ～Ｒｊ＋１の位置で前記曲げ操作及び前記タッチ操作を受け付けていないと判定す
る。
【００６１】
　本発明の実施例を用いれば、プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒｊ＋１に対応するター
ゲット感知信号を検出し、当該ターゲット感知信号の第１パラメータと第１閾値Ｒｔｈと
の関係、及び第２パラメータと第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］との大きさの関係に
基づいて、タッチパネル１０１がプリセットタッチ感知電極の位置で曲げ操作又はタッチ
操作を受け付けたか否かを判定可能である。本発明の実施例では、タッチパネル１０１に
おける既存のタッチ電極及びタッチ回路を併用してタッチ操作を識別することをベースに
、更にアルゴリズムを設定することで曲げ操作の識別を実現する。これにより、タッチパ
ネル１０１の集積度を向上させられるとともに、タッチパネル１０１の部材レイアウトス
ペースの複雑度を低下させられる。
【００６２】
　図８を参照する。図８は、図２で示したタッチ回路２０４の機能ブロック図である。タ
ッチ回路２０４は、図６～図７に示したタッチパネル１０１のタッチ操作又は曲げ操作の
検出方法を実行するように構成される。
【００６３】
　具体的に、タッチ回路２０４は、駆動ユニット３０１、感知ユニット３０２、判断ユニ
ット３０４、判定ユニット３０５及びタッチレポートユニット３０６を含む。
【００６４】
　具体的に、駆動ユニット３０１は、駆動信号を複数のタッチ駆動電極２０２に付与する
ように構成される。
【００６５】
　感知ユニット３０２は、複数のタッチ感知電極２０３から感知信号を取得するように構
成される。前記感知信号には、プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒｊ＋１から取得される
ターゲット感知信号が含まれる。
【００６６】
　判断ユニット３０４は、ターゲット感知信号を判断して判断結果を取得するように構成
される。前記判断結果には、前記ターゲット感知信号における第１パラメータが第１閾値
Ｒｔｈよりも小さいか否かについての判断、及び、ターゲット感知信号の第２パラメータ
と第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］との大きさの関係についての判断が含まれる。即
ち、ターゲット感知信号の第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にあ
るか、第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも大きいか又は第１閾値間隔［Ｔｔｈ１
，Ｔｔｈ２］よりも小さいかが判断される。
【００６７】
　具体的に、判断ユニット３０４が、第１パラメータと第１閾値Ｒｔｈについての判断、
及び第２パラメータと第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］との大きさの関係についての
判断を実行する際のステップは以下の順序となる。
【００６８】
　即ち、第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さいか否かを判断する。
【００６９】
　第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さい場合には、更に、第２パラメータと第１
閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］との大きさの関係を判断する。また、第１パラメータが
第１閾値Ｒｔｈよりも小さくない場合には、判断結果をそのまま判定ユニット３０５に提
供する。



(15) JP 2021-533460 A 2021.12.2

10

20

30

40

50

【００７０】
　第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも大きい、第１閾値間隔［
Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも小さい、或いは第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，
Ｔｔｈ２］内にあるとの判断結果については、そのまま判定ユニット３０５に提供する。
なお、第２パラメータが第３基準値Ｔｔｈ１よりも小さい場合には、第２パラメータが第
１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも小さいことを意味する。また、第２パラメータ
が第４基準値Ｔｔｈ２よりも大きい場合には、第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１
，Ｔｔｈ２］よりも大きいことを意味する。また、第２パラメータが第３基準値Ｔｔｈ１
よりも大きく、かつ第４基準値Ｔｔｈ２よりも小さい場合には、第２パラメータが第１閾
値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にあることを意味する。
【００７１】
　好ましくは、第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にある場合には
、更に、第１パラメータにおける第１基準値Ａと第２基準値Ｂの大きさの関係を具体的に
判断してもよい。判断の詳細なステップは、
前記第２パラメータが第３基準値Ｔｔｈ１よりも大きいか否かを判断するステップと、
前記第２パラメータが前記第３基準値Ｔｔｈ１よりも大きい場合、前記第１基準値Ａと前
記第２基準値Ｂの大きさを判断するステップと、
前記第１基準値Ａが第２基準値Ｂよりも小さい場合、第２パラメータが第４基準値Ｔｔｈ
２よりも小さいか否かを判断する一方、前記第１基準値Ａが前記第２基準値Ｂよりも大き
い場合、判断結果をそのまま判定ユニット３０５に提供するステップと、を含む。
【００７２】
　なお、第２パラメータが第３基準値Ｔｔｈ１よりも大きく、かつ第４基準値Ｔｔｈ２よ
りも小さい場合には、第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内であるこ
とを意味する。また、これに応じて、判断ユニット３０４は、第２パラメータが第１閾値
間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にあるときの第１基準値と第２基準値の判断結果を判定ユ
ニット３０５に送信する。
【００７３】
　判定ユニット３０５は、判断ユニット２０４の判断結果に基づいてタッチパネル１０１
の状態を判定するように構成される。
【００７４】
　具体的に、第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも大きい場合には、プリセットタッチ
感知電極Ｒｊ～Ｒｊ＋１の位置でシングルタッチ操作を受け付けたと判定する。且つ、タ
ーゲット感知信号が前記タッチパネルのタッチレポートアルゴリズムを満たしている場合
には、タッチレポートユニット３０６によって前記シングルタッチ操作のタッチ位置を報
告する。
【００７５】
　第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さく、且つ第２パラメータが第１閾値間隔［
Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にある場合には、プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒｊ＋１の位
置で曲げ操作を受け付けたと判定する。
【００７６】
　より具体的には、第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さく、且つ第２パラメータ
が第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にあるとともに、前記第１基準値Ａが第２基準
値Ｂよりも小さい場合には、前記タッチパネル１０１が前記プリセットタッチ感知電極Ｒ
ｊ～Ｒｊ＋１の位置で第１の方向Ｆ１の曲げ操作を受け付けたと判定する一方、前記第１
基準値Ａが第２基準値Ｂよりも小さくない場合には、前記タッチパネル１０１が前記プリ
セットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒｊ＋１の位置で第２の方向Ｆ２の曲げ操作を受け付けたと
判定する。
【００７７】
　第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さく、且つ第２パラメータが第１閾値間隔［
Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも大きい場合には、プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒｊ＋１
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感知信号が前記タッチパネルのタッチレポートアルゴリズムを満たしている場合には、タ
ッチレポートユニット３０６によって前記マルチタッチジェスチャ操作のタッチ位置を報
告する。
【００７８】
　第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さく、且つ第２パラメータが第１閾値間隔［
Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも小さい場合には、プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒｊ＋１
の位置で前記曲げ操作及び前記タッチ操作を受け付けていないと判定する。
【００７９】
　本発明の実施例を用いれば、プリセットタッチ感知電極２０３が取得したターゲット感
知信号をタッチ回路内の感知ユニット３０２により検出することができる。また、判断ユ
ニット３０４によって、ターゲット感知信号の第１パラメータと第１閾値との関係及びタ
ーゲット感知信号の第２パラメータと第１閾値間隔との関係を判断する。そして、判定ユ
ニット３０５が、判断結果に基づいてタッチパネルがプリセットタッチ電極の位置で受け
付けた操作が曲げ操作なのかタッチ操作なのかを判定する。本発明の実施例では、タッチ
パネル１０１におけるタッチ用の電極及び回路構造を併用してタッチ操作を識別すること
をベースに、更に曲げ操作を識別することも可能である。これにより、タッチパネル１０
１の集積度を効果的に向上させられるとともに、タッチパネル１０１の部材レイアウトス
ペースの複雑度を低下させられる。
【００８０】
　以上の開示は本発明の好ましい実施例にすぎず、これによって本発明の権利範囲が限定
されることはない。よって、本発明の請求項に基づき行われる等価の変形もまた本発明の
範囲に属する。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月5日(2021.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はタッチ技術分野に関し、特に、タッチパネルの検出方法及びタッチパネルに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、ディスプレイの曲げ感知は、一般的に感知部材を電子機器に別途設置する（例え
ば、機械センサ又は光学センサを外付けする）ことで実現されている。例えば、ディスプ
レイが一定の度合まで曲がると、機械的にボタンを作動させてディスプレイの曲げ検出を
実現したり、フィードバックプロセスを通じて折畳み感知機能を実現したりする。また、
光学センサを利用してディスプレイの曲げ感知機能を実現することも可能である。しかし
、ディスプレイの曲げ検出を実現する上記の方式は、全体的な体積を増加させるほか、コ
ストも上昇する。また、フレキシブルフルディスプレイの場合には、ディスプレイの内部
に感知部材を設置するしかなく、ディスプレイの前面により多くの感知部材を設置するこ
とはできない。これにより、ディスプレイ内部の部材レイアウトスペースが減少し、設計
の複雑度が増してしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の実施例は、タッチパネルがタッチ操作又は曲げ操作を受け付けたか否かを従来
のタッチパネルの構造を利用して識別可能とすることで、タッチパネルの集積度を向上さ
せるとともに、タッチパネルの部材設置の複雑度を低下させるタッチパネルの検出方法及
びタッチパネルを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第一の局面において、本発明の実施例はタッチパネルの検出方法を提供する。当該方法
は、
駆動信号をタッチパネルの複数のタッチ駆動電極に付与し、前記タッチパネルの複数のタ
ッチ感知電極から感知信号を取得することと、
プリセットタッチ感知電極に対応する前記検出ユニットから取得したターゲット感知信号
を検出することと、
検出された前記ターゲット感知信号を判断して判断結果を取得することと、
前記判断結果に基づいて、前記タッチパネルの状態を判定することと、を含み、
前記複数のタッチ駆動電極と前記複数のタッチ感知電極により複数の検出ユニットが構成
され、
前記プリセットタッチ感知電極は、前記複数のタッチ感知電極のうちの少なくとも１つで
あり、
前記状態には、前記タッチパネルの曲げ操作状態及びタッチ操作状態が含まれる。
【０００５】
　第二の局面において、本発明の実施例はタッチパネルを提供する。当該タッチパネルは
、タッチ回路、複数のタッチ駆動電極、及び感知信号を取得するように構成される複数の
タッチ感知電極を含む。前記複数のタッチ駆動電極と前記複数のタッチ感知電極により複
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数の検出ユニットが構成される。タッチ回路は、前記タッチ駆動電極と前記タッチ感知電
極に電気的に接続される。タッチ回路は、駆動ユニット、感知ユニット、判断ユニット及
び判定ユニットを含む。駆動ユニットは、駆動信号を前記複数のタッチ駆動電極に付与す
るように構成される。感知ユニットは、前記複数のタッチ感知電極から感知信号を取得す
るように構成される。前記感知信号には、プリセットタッチ感知電極から取得されるター
ゲット感知信号が含まれる。前記プリセットタッチ感知電極は、前記複数のタッチ感知電
極のうちの少なくとも１つである。判断ユニットは、前記ターゲット感知信号を判断して
判断結果を取得するように構成される。判定ユニットは、判断ユニットが取得した判断結
果に基づいて前記タッチパネルの状態を判定するように構成される。前記状態には、前記
タッチパネルの曲げ操作状態及びタッチ操作状態が含まれる。
【発明の効果】
【０００６】
　上述したタッチパネルの検出方法では、プリセットタッチ感知電極が取得したターゲッ
ト感知信号を検出及び分析することで、タッチパネルがプリセットタッチ感知電極の位置
で曲げ操作又はタッチ操作を受け付けたか否かを判定する。即ち、タッチ駆動電極とタッ
チ感知電極を併用してタッチ操作を識別することをベースに、更にタッチパネルが受け付
けた曲げ操作を識別することも可能である。よって、タッチパネルの集積度を効果的に向
上させられるとともに、タッチパネルの部材設置の複雑度が低下する。
【０００７】
　本発明の実施例又は従来技術における技術方案をより明確に説明すべく、以下に、実施
例で使用を要する図面について簡単に説明する。なお、言うまでもなく、以下で述べる図
面は本発明の実施例の一部にすぎず、当業者であれば、創造的労働を要することなくこれ
らの図面から更にその他の図面を得ることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、本発明の実施例で提供するタッチパネルの平面構造を示す図である。
【図２】図２は、図１で示したタッチパネルの平面レイアウトを示す図である。
【図３】図３は、図１で示したタッチパネルの側面構造を示す図である。
【図４】図４は、図２で示したタッチ駆動電極及びタッチ感知電極の、図３で示した電極
層における側面構造を示す図である。
【図５】図５は、図４で示したタッチパネルが第１の方向及び第１の方向と反対の第２の
方向への曲げ操作を受け付けた場合の構造を示す図である。
【図６】図６は、図１～図２で示したタッチパネルの検出方法にかかるステップのフロー
チャートである。
【図７】図７は、図６で示したタッチパネルが曲げ操作を受け付けたと判断された場合に
曲げ方向を判断するステップのフローチャートである。
【図８】図８は、図２で示したタッチ回路のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、本発明の実施例にかかる図面を組み合わせて、本発明の実施例における技術方
案について明瞭簡潔に述べる。なお、言うまでもなく、ここで記載する実施例は本発明の
実施例の一部にすぎず、全ての実施例ではない。本発明の実施例に基づいて当業者が創造
的労働を要することなく取得するその他あらゆる実施例は、いずれも本発明の保護の範囲
に属する。
【００１０】
　図１を参照する。図１は、本発明の実施例で提供するタッチパネルの平面構造を示す図
である。本実施例において、タッチパネル１０１はフレキシブルパネルであり、ユーザが
操作する際に曲げることが可能である。即ち、ユーザの曲げ操作を受け付けることが可能
である。本実施例では、タッチパネル１０１が静電容量式のタッチパネルである場合を例
示して説明する。ただし、可変的に、本発明のその他の実施例において、タッチパネル１
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０１は、抵抗式、赤外線式、表面弾性波式等としてもよく、静電容量式に限定しない。
【００１１】
　図２を参照する。図２は、図１で示したタッチパネル１０１の平面構造を示す図である
。具体的に、タッチパネル１０１は、駆動方向ｘに沿って延伸し、且つ感知方向ｙに沿っ
て配列されるとともに、互いに絶縁された複数のタッチ駆動電極２０２を含んでいる。前
記複数のタッチ駆動電極２０２は、順にＴ１～Ｔｉ～Ｔｍと示している。ここで、１≦ｉ
≦ｍであり、ｍは自然数である。
【００１２】
　また、前記タッチパネル１０１は、更に、感知方向ｙに沿って延伸し、且つ駆動方向ｘ
に沿って配列される複数のタッチ感知電極２０３を含んでいる。前記複数のタッチ感知電
極２０３は、順にＲ１～Ｒｊ～Ｒｎと示している。ここで、１≦ｊ≦ｎであり、ｎは自然
数である。駆動方向ｘと感知方向ｙは互いに垂直である。
【００１３】
　ここで、複数のタッチ駆動電極２０２と複数のタッチ感知電極２０３は互いに絶縁され
ており、且つ交差して複数の検出ユニットＤＵを構成している。検出ユニットＤＵは、タ
ッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３により構成されるコンデンサ構造であると理
解すればよい。他の実施形態では、タッチ駆動電極２０２は、タッチ感知電極２０３に平
行であり得る。例えば、すべてのタッチ駆動電極２０２及びタッチ感知電極２０３は、駆
動方向ｘに沿って延伸し、且つ感知方向ｙに沿って配列される。
【００１４】
　本発明の実施例において、タッチパネル１０１はタッチ回路２０４を更に含む。タッチ
回路２０４は、複数のタッチ駆動電極２０２及び複数のタッチ感知電極２０３にそれぞれ
電気的に接続される。タッチ回路２０４は、タッチ駆動電極２０２を介して複数の駆動信
号を検出ユニットＤＵに付与し、タッチ感知電極２０３から感知信号を取得することで、
タッチパネル１０１が受け付けたタッチ操作又は曲げ操作を識別するように構成される。
【００１５】
　図３を参照する。図３は、図１で示したタッチパネルの側面構造を示す図である。図３
に示すように、タッチパネル１０１は、下から順に、基板１０２、電極層１０３及び保護
フィルム１０４という複数層の媒体から構成されている。基板１０２は、透明な材質のガ
ラス又は樹脂材料からなり、電極層１０３を設置するように構成される。電極層１０３は
、複数のタッチ駆動電極２０２及び複数のタッチ感知電極２０３を含む。保護フィルム１
０４は電極層１０３を保護するように構成される。
【００１６】
　図４を参照する。図４は、図２で示したタッチ駆動電極２０２及びタッチ感知電極２０
３から構成される検出ユニットＤＵの、図３で示した電極層１０３における具体的な側面
構造を示す図である。
【００１７】
　図４に示すように、タッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３は、予め定められた
距離を隔てて互いに絶縁されるように基板１０２上に設置されている。タッチパネル１０
１が通電すると、タッチ駆動電極２０２はタッチ回路２０４から駆動信号を取得する。静
電容量式の検出ユニットＤＵにおけるタッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３に電
気力線が発生すると、タッチ感知電極２０３にも相応の感知信号が発生する。本実施例に
おいて、前記感知信号は検出ユニットＤＵの静電容量値を示す。
【００１８】
　タッチパネル１０１がタッチ操作を受け付けた場合、即ち、ユーザの指又はこれに類似
する導体が保護フィルム１０４の表面に触れると、タッチ駆動電極２０２とタッチ感知電
極２０３の電気力線が導体である指の影響を受けることで、タッチ感知電極２０３に感知
信号の変化がそれに応じて生じる。変化した感知信号に対応する駆動信号が付与されたタ
ッチ駆動電極２０２の位置と、感知信号を出力したタッチ感知電極２０３の位置を分析す
ることで、タッチ操作の位置を識別することが可能である。なお、駆動信号を複数のタッ
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チ駆動電極２０２に付与するステップは、タッチ駆動電極２０２の位置の並びに従って順
に実行される。よって、駆動信号が付与されたタッチ駆動電極２０２の位置は、駆動信号
が付与されたタイミングから取得可能である。
【００１９】
　また、タッチパネル１０１が曲げ操作を受け付けた場合については図５を参照する。図
５は、図４で示したタッチパネル１０１が第１の方向Ｆ１又は第１の方向と反対の第２の
方向Ｆ２の曲げ操作を受け付けた場合の構造を示す図である。本実施例において、第１の
方向Ｆ１は、隣り合うタッチ駆動電極２０２、隣り合うタッチ感知電極２０３、又は隣り
合うタッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３が互いに離れる方向である。また、第
２の方向Ｆ２とは、隣り合うタッチ駆動電極２０２、隣り合うタッチ感知電極２０３、又
は隣り合うタッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３が互いに近接する方向である。
【００２０】
　図５に示すように、タッチパネル１０１が曲げ操作を受け付けて第１の方向Ｆ１又は第
２の方向Ｆ２に沿って曲がると、タッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３との距離
に変化が生じる。すると、タッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３で構成されるコ
ンデンサの電気力線が影響を受けることで、感知信号にも変化が生じる。
【００２１】
　具体的に、タッチパネル１０１が第１の方向Ｆ１の曲げ操作を受け付けて第１の方向Ｆ
１に沿って曲がった場合には、タッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３との距離が
大きくなって、タッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３の間の電気力線が減少する
。一方、タッチパネル１０１が第２の方向Ｆ２の曲げ操作を受け付けて第２の方向Ｆ２に
沿って曲がった場合には、タッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３との距離が小さ
くなって、タッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３の間の電気力線が増加する。タ
ッチ駆動電極２０２とタッチ感知電極２０３の間の電気力線が減少又は増加すると、曲げ
操作を受け付けていない場合に比べて感知信号が小さく又は大きくなる。従って、タッチ
回路２０４は、予め定められた特定位置のタッチ感知電極２０３から出力された感知信号
を分析することで、タッチパネル１０１の特定位置に曲げ操作が発生したか否かを正確に
知ることができる。なお、予め定められた特定位置のタッチ感知電極２０３は１つであっ
てもよいし、複数であってもよく、特に限定しない。本実施例において、予め定められた
特定位置のタッチ感知電極２０３は、隣り合う２つのタッチ感知電極２０３（図２に示し
たタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１））とする。また、予め定められた特定位置とは、ユ
ーザが通常実行する曲げ操作を受け付けたときに曲げが発生する位置と理解すればよい。
【００２２】
　図６を参照する。図６は、図１～図２で示したタッチパネルの検出方法にかかるステッ
プのフローチャートを示す。図６に示すように、当該方法は以下を含む。
【００２３】
　ステップ４０１：駆動信号をタッチパネル１０１の複数のタッチ駆動電極２０２に付与
し、タッチパネル１０１の複数のタッチ感知電極２０３から感知信号を取得する。
【００２４】
　具体的には、図２に示すタッチ駆動電極Ｔ１～Ｔｍの配置順序に従って、かつ予め定め
られた時間間隔に応じて、対応する検出ユニットＤＵに駆動信号を付与し、複数の検出ユ
ニットＤＵがタッチ感知電極２０３から感知信号を受信することにより、タッチパネル１
０１は、受け付けたタッチ操作又は曲げ操作に対応する感知を実行する。
【００２５】
　ステップ４０２：プリセットタッチ感知電極２０３に対応する検出ユニットＤＵから取
得したターゲット感知信号を検出する。前記予め定められた特定位置のタッチ感知電極２
０３は、複数のタッチ感知電極２０３のうちの少なくとも１つである。本実施例において
、予め定められた特定位置のタッチ感知電極２０３はＲｊ～Ｒ（ｊ＋１）である。
【００２６】
　具体的に、複数のタッチ駆動電極２０２と複数のタッチ感知電極２０３で構成される複
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数の検出ユニットＤＵが、外部から付与されたタッチ操作又は曲げ操作に応じて、対応す
る信号の変化を生じさせ、タッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）に対応する複数の検出ユニ
ットＤＵからターゲット感知信号を取得する。
【００２７】
　前記ターゲット感知信号には、タッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）に対応する複数の検
出ユニットＤＵのサブターゲット感知信号が含まれる。サブターゲット感知信号は、数列
Ａ［ｊ，ｍ］及びＡ［ｊ＋１，ｍ］で表すことができる。数列Ａ［ｊ，ｍ］は、タッチ感
知電極Ｒｊに対応するｍ個の検出ユニットＤＵの感知信号を表し、数列Ａ［ｊ＋１，ｍ］
は、タッチ感知電極Ｒ（ｊ＋１）に対応するｍ個の検出ユニットＤＵの感知信号を表す。
感知信号の処理の複雑度を低下させるために、感知信号は初期値に対し差分化処理を行っ
たデータとしてもよい。
【００２８】
　より具体的に例示すると、タッチパネル１０１は、１５個のタッチ駆動電極と１０個の
タッチ感知電極及びタッチ回路を含む。即ち、ｍは１５、ｎは１０である。
【００２９】
　タッチパネル１０１がタッチ操作又は曲げ操作を受け付けていない場合には、タッチ駆
動電極２０２とタッチ感知電極２０３の数で生成される１５×１０の初期値のデータマト
リックスは表１の通りとなる。即ち、タッチパネル１０１に対応するタッチ駆動電極Ｔ１
～Ｔｍとタッチ感知電極Ｒ１～Ｒｎで構成される感知信号のマトリックスは表１の通りと
なる。
【００３０】
　タッチパネル１０１がタッチ操作又は曲げ操作を受け付けると、データを実行しやすい
よう、感知信号を初期値に対して減法処理することで表２に示すデータマトリックスを取
得する。表１におけるタッチ駆動電極Ｔ１とタッチ感知電極Ｒ１で構成される検出ユニッ
トＤＵが位置する第１行第１列の静電容量値を例として、初期値の静電容量値は「１２７
５９」である。タッチパネル１０１がタッチ操作又は曲げ操作を受け付けると、タッチ駆
動電極Ｔ１とタッチ感知電極Ｒ１で構成される検出ユニットＤＵがタッチ感知電極Ｒ１か
ら出力した感知信号を初期値と減算することで変動量「－２」を取得する。これにより、
感知信号の処理の複雑度を効果的に低下させられる。
【００３１】
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【表１】

【００３２】
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【表２】

【００３３】
　好ましくは、ターゲット感知信号は第１パラメータ及び第２パラメータに対応する。第
１パラメータは、複数のサブターゲット感知信号の分散、即ち、サブターゲット感知信号
の数列Ａ［ｊ，ｍ］とＡ［ｊ＋１，ｍ］の分散である。第１パラメータは、プリセットタ
ッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）に対応する複数の検出ユニットＤＵが受信した感知信号
の平均変化度合を特徴づける。
【００３４】
　第２パラメータは、第１基準値Ａと第２基準値Ｂの差の絶対値｜Ａ－Ｂ｜であって、プ
リセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）によって生成した感知信号と、前記複数のタ
ッチ感知電極Ｒ１～Ｒｎのうちの、前記プリセットタッチ感知電極Ｒ１～Ｒ（ｊ－１）、
Ｒ（ｊ＋２）～Ｒｎを除くタッチ感知電極によって生成した感知信号との差分値を特徴づ
ける。
【００３５】
　第１基準値Ａは、前記複数のサブターゲット感知信号の平均値、即ち、サブターゲット
感知信号の数列Ａ［ｊ，ｍ］とＡ［ｊ＋１，ｍ］の平均値である。
【００３６】
　前記第２基準値Ｂは、前記複数のタッチ感知電極Ｒ１～Ｒｎのうちの、前記プリセット
タッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）を除くタッチ感知電極Ｒ１～Ｒ（ｊ－１）、Ｒ（ｊ＋
２）～Ｒｎに対応する検出ユニットＤＵによって発生した複数の感知信号の平均値である
。即ち、数列Ａ［１，ｍ］～Ａ［ｊ－１，ｍ］及びＡ［ｊ＋２，ｍ］～Ａ［ｎ，ｍ］の平
均値である。
【００３７】
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　ステップ４０３：検出された前記ターゲット感知信号を判断して判断結果を取得する。
具体的には、前記ターゲット感知信号の第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さいか
否かを判断する。
【００３８】
　第１閾値Ｒｔｈは、プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）に対応する複数の検
出ユニットＤＵが受信する感知信号の平均変化度合を特徴づける。第１閾値Ｒｔｈは、実
際のテストで得た値又は経験値とする。
【００３９】
　ステップ４０４：前記判断結果に基づいて、前記タッチパネルの状態を判定する。言う
までもなく、前記状態には、前記タッチパネルの曲げ操作状態及びタッチ操作状態が含ま
れる。
【００４０】
　具体的に、前記タッチパネルの状態を判定するにあたり、第１パラメータが第１閾値Ｒ
ｔｈよりも小さい場合には、続いて、ターゲット感知信号に対応する第２パラメータが第
１閾値間隔内にあるか否かを判断する。前記第１閾値間隔は、［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］で
表すことができる。
【００４１】
　第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］は、第３基準値Ｔｔｈ１と第４基準値Ｔｔｈ２で
構成される区間範囲を含み、プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）によって発生
する感知信号と、前記複数のタッチ感知電極Ｒ１～Ｒｎのうちの、前記プリセットタッチ
感知電極Ｒ１～Ｒ（ｊ－１）、Ｒ（ｊ＋２）～Ｒｎを除くタッチ感知電極によって発生す
る感知信号との差分値を特徴づける。本実施例において、第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔ
ｈ２］は実際のテストで得た値又は経験値とする。
【００４２】
　好ましくは、第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さくない場合には、前記タッチ
パネル１０１が前記プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）の位置でシングルタッ
チ操作を受け付けたと判定する。前記シングルタッチ操作は、タッチパネル１０１の１つ
の位置に対して実行される長押しタッチ操作である。
【００４３】
　更に、シングルタッチ操作を判定するステップは以下を含む。
【００４４】
　前記ターゲット感知信号がタッチレポートアルゴリズムを満たしているか否かを判断す
る。前記タッチレポートアルゴリズムは、前記タッチ操作のタッチ位置を判定するために
用いられる。
【００４５】
　前記ターゲット感知信号が前記タッチパネル１０１のタッチレポートアルゴリズムを満
たしている場合には、前記タッチ位置を報告する。即ち、プリセットタッチ感知電極Ｒｊ
～Ｒ（ｊ＋１）における複数の検出ユニットＤＵのうち、具体的にいずれの検出ユニット
ＤＵから出力された感知信号に変化が生じたかを報告することで、感知信号に変化が生じ
た検出ユニットＤＵの位置を判定する。
【００４６】
　ステップ４０５：第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にある場合
には、タッチパネル１０１がプリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）の位置で曲げ
操作を受け付けて前記曲げ操作状態になっていると判定する。
【００４７】
　前記第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にあるとは、具体的に、
第２パラメータが第３基準値Ｔｔｈ１よりも大きくかつ第４基準値Ｔｔｈ２よりも小さい
ことをいい、これによりタッチパネル１０１がプリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋
１）の位置で曲げ操作を受け付けたと判定する。
【００４８】



(26) JP 2021-533460 A 2021.12.2

　好ましくは、第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にある場合には
、更に、タッチパネル１０１の曲げ方向を判断してもよい。即ち、タッチパネル１０１の
方向が第１の方向Ｆ１であるか第２の方向Ｆ２であるかを判断する。
【００４９】
　具体的には、図７を参照する。図７は、タッチパネル１０１が曲げ操作を受け付けた場
合に曲げ方向を判断するステップのフローチャートである。図７に示すように、第２パラ
メータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にある場合にタッチパネル１０１の曲げ
方向を判断することは、更に以下のステップを含む。
【００５０】
　ステップ５０１：前記第２パラメータが第３基準値Ｔｔｈ１よりも大きいと判断する。
【００５１】
　ステップ５０２：前記第２パラメータが前記第３基準値Ｔｔｈ１よりも大きい場合、前
記第１基準値Ａが前記第２基準値Ｂよりも小さいか否かを判断する。
【００５２】
　ステップ５０３：前記第１基準値Ａが第２基準値Ｂよりも小さい場合、第２パラメータ
が第４基準値Ｔｔｈ２よりも小さいか否かを判断する。
【００５３】
　ステップ５０４：第２パラメータが第４基準値Ｔｔｈ２よりも小さい場合には、前記タ
ッチパネル１０１が前記プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）の位置で図５に示
す第１の方向Ｆ１の曲げ操作を受け付けたと判定する。
【００５４】
　ステップ５０５：ステップ５０３に対応して、前記第１基準値Ａが前記第２基準値Ｂよ
りも小さくない場合には、前記タッチパネル１０１が前記プリセットタッチ感知電極Ｒｊ
～Ｒ（ｊ＋１）の位置で図５に示す第２の方向Ｆ２の曲げ操作を受け付けたと判定する。
なお、言うまでもなく、このときにも第２パラメータは第４基準値Ｔｈ２より小さいため
、第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にあることが保証される。
【００５５】
　続いて、図６を参照する。
【００５６】
　ステップ４０６：第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも大きい
場合には、タッチパネル１０１がプリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）の位置で
マルチタッチジェスチャ操作を受け付けたと判定する。前記マルチタッチジェスチャ操作
には、タッチパネル１０１の拡大又は縮小操作、回転操作等が含まれてもよく、即ち、連
続的なマルチタッチ操作が含まれる。
【００５７】
　好ましくは、マルチタッチジェスチャ操作に対応して、更に、前記ターゲット感知信号
がタッチレポートアルゴリズムを満たしているか否かを判断してもよい。前記ターゲット
感知信号が前記タッチパネル１０１のタッチレポートアルゴリズムを満たしている場合に
は、前記マルチタッチジェスチャ操作のタッチ位置を報告する。
【００５８】
　第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも大きいとは、第２パラメ
ータが第４基準値Ｔｔｈ２よりも大きいことを意味すると理解すればよい。即ち、第２パ
ラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］におけるいずれの数よりも大きいことを
意味する。
【００５９】
　なお、第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さくない場合にタッチパネル１０１が
受け付けたと判定されるシングルタッチ操作、及び、第２パラメータが閾値間隔［Ｔｔｈ
１，Ｔｔｈ２］よりも大きい場合に判定されるジェスチャ操作はいずれもタッチ操作に属
し、タッチパネル１０１がタッチ操作を受け付けた場合にはタッチ操作状態であることを
意味する。
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【００６０】
　更に、第１パラメータが前記第１閾値Ｒｔｈよりも小さく、且つ第２パラメータが第１
閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも小さい場合、即ち、第２パラメータが第３基準値
Ｔｔｈ１よりも小さい場合には、前記タッチパネル１０１が前記プリセットタッチ感知電
極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）の位置で前記曲げ操作及び前記タッチ操作を受け付けていないと判
定する。
【００６１】
　本発明の実施例を用いれば、プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）に対応する
ターゲット感知信号を検出し、当該ターゲット感知信号の第１パラメータと第１閾値Ｒｔ
ｈとの関係、及び第２パラメータと第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］との大きさの関
係に基づいて、タッチパネル１０１がプリセットタッチ感知電極の位置で曲げ操作又はタ
ッチ操作を受け付けたか否かを判定可能である。本発明の実施例では、タッチパネル１０
１における既存のタッチ電極及びタッチ回路を併用してタッチ操作を識別することをベー
スに、更にアルゴリズムを設定することで曲げ操作の識別を実現する。これにより、タッ
チパネル１０１の集積度を向上させられるとともに、タッチパネル１０１の部材レイアウ
トスペースの複雑度を低下させられる。
【００６２】
　図８を参照する。図８は、図２で示したタッチ回路２０４の機能ブロック図である。タ
ッチ回路２０４は、図６～図７に示したタッチパネル１０１のタッチ操作又は曲げ操作の
検出方法を実行するように構成される。
【００６３】
　具体的に、タッチ回路２０４は、駆動ユニット３０１、感知ユニット３０２、判断ユニ
ット３０４、判定ユニット３０５及びタッチレポートユニット３０６を含む。
【００６４】
　具体的に、駆動ユニット３０１は、駆動信号を複数のタッチ駆動電極２０２に付与する
ように構成される。
【００６５】
　感知ユニット３０２は、複数のタッチ感知電極２０３から感知信号を取得し、プリセッ
トタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）に対応する検出ユニットから感知信号に含まれるタ
ーゲット感知信号を検出するように構成される。
【００６６】
　判断ユニット３０４は、ターゲット感知信号を判断して判断結果を取得するように構成
される。前記判断結果には、前記ターゲット感知信号における第１パラメータが第１閾値
Ｒｔｈよりも小さいか否かについての判断、及び、ターゲット感知信号の第２パラメータ
と第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］との大きさの関係についての判断が含まれる。即
ち、ターゲット感知信号の第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にあ
るか、第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも大きいか又は第１閾値間隔［Ｔｔｈ１
，Ｔｔｈ２］よりも小さいかが判断される。
【００６７】
　具体的に、判断ユニット３０４が、第１パラメータと第１閾値Ｒｔｈについての判断、
及び第２パラメータと第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］との大きさの関係についての
判断を実行する際のステップは以下の順序となる。
【００６８】
　即ち、第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さいか否かを判断する。
【００６９】
　第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さい場合には、更に、第２パラメータと第１
閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］との大きさの関係を判断する。また、第１パラメータが
第１閾値Ｒｔｈよりも小さくない場合には、判断結果をそのまま判定ユニット３０５に提
供する。
【００７０】
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　第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも大きい、第１閾値間隔［
Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも小さい、或いは第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，
Ｔｔｈ２］内にあるとの判断結果については、そのまま判定ユニット３０５に提供する。
なお、第２パラメータが第３基準値Ｔｔｈ１よりも小さい場合には、第２パラメータが第
１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも小さいことを意味する。また、第２パラメータ
が第４基準値Ｔｔｈ２よりも大きい場合には、第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１
，Ｔｔｈ２］よりも大きいことを意味する。また、第２パラメータが第３基準値Ｔｔｈ１
よりも大きく、かつ第４基準値Ｔｔｈ２よりも小さい場合には、第２パラメータが第１閾
値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にあることを意味する。
【００７１】
　好ましくは、第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にある場合には
、更に、第２パラメータにおける第１基準値Ａが第２基準値Ｂよりも小さいか否かを具体
的に判断してもよい。判断の詳細なステップは、
前記第２パラメータが第３基準値Ｔｔｈ１よりも大きいか否かを判断するステップと、
前記第２パラメータが前記第３基準値Ｔｔｈ１よりも大きい場合、前記第１基準値Ａが前
記第２基準値Ｂよりも小さいか否かを判断するステップと、
前記第１基準値Ａが第２基準値Ｂよりも小さい場合、第２パラメータが第４基準値Ｔｔｈ
２よりも小さいか否かを判断する一方、前記第１基準値Ａが前記第２基準値Ｂよりも大き
い場合、判断結果をそのまま判定ユニット３０５に提供するステップと、を含む。
【００７２】
　なお、第２パラメータが第３基準値Ｔｔｈ１よりも大きく、かつ第４基準値Ｔｔｈ２よ
りも小さい場合には、第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内であるこ
とを意味する。また、これに応じて、判断ユニット３０４は、第２パラメータが第１閾値
間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にあるときの第１基準値と第２基準値の判断結果を判定ユ
ニット３０５に送信する。
【００７３】
　判定ユニット３０５は、判断ユニット２０４の判断結果に基づいてタッチパネル１０１
の状態を判定するように構成される。
【００７４】
　具体的に、第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも大きい場合には、プリセットタッチ
感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）の位置でシングルタッチ操作を受け付けたと判定する。且つ
、ターゲット感知信号が前記タッチパネルのタッチレポートアルゴリズムを満たしている
場合には、タッチレポートユニット３０６によって前記シングルタッチ操作のタッチ位置
を報告する。
【００７５】
　第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さく、且つ第２パラメータが第１閾値間隔［
Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にある場合には、プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）
の位置で曲げ操作を受け付けたと判定する。
【００７６】
　より具体的には、第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さく、且つ第２パラメータ
が第１閾値間隔［Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］内にあるとともに、前記第１基準値Ａが第２基準
値Ｂよりも小さい場合には、前記タッチパネル１０１が前記プリセットタッチ感知電極Ｒ
ｊ～Ｒ（ｊ＋１）の位置で第１の方向Ｆ１の曲げ操作を受け付けたと判定する一方、第１
のパラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さく、且つ第２パラメータが第１閾値間隔［Ｔｔ
ｈ１，Ｔｔｈ２］内にあるとともに、前記第１基準値Ａが第２基準値Ｂよりも小さくない
場合には、前記タッチパネル１０１が前記プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋１）
の位置で第２の方向Ｆ２の曲げ操作を受け付けたと判定する。
【００７７】
　第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さく、且つ第２パラメータが第１閾値間隔［
Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも大きい場合には、プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋
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１）の位置でマルチタッチジェスチャ操作を受け付けたと判定する。好ましくは、ターゲ
ット感知信号が前記タッチパネルのタッチレポートアルゴリズムを満たしている場合には
、タッチレポートユニット３０６によって前記マルチタッチジェスチャ操作のタッチ位置
を報告する。
【００７８】
　第１パラメータが第１閾値Ｒｔｈよりも小さく、且つ第２パラメータが第１閾値間隔［
Ｔｔｈ１，Ｔｔｈ２］よりも小さい場合には、プリセットタッチ感知電極Ｒｊ～Ｒ（ｊ＋
１）の位置で前記曲げ操作及び前記タッチ操作を受け付けていないと判定する。
【００７９】
　本発明の実施例を用いれば、プリセットタッチ感知電極２０３が取得したターゲット感
知信号をタッチ回路内の感知ユニット３０２により検出することができる。また、判断ユ
ニット３０４によって、ターゲット感知信号の第１パラメータと第１閾値との関係及びタ
ーゲット感知信号の第２パラメータと第１閾値間隔との関係を判断する。そして、判定ユ
ニット３０５が、判断結果に基づいてタッチパネルがプリセットタッチ電極の位置で受け
付けた操作が曲げ操作なのかタッチ操作なのかを判定する。本発明の実施例では、タッチ
パネル１０１におけるタッチ用の電極及び回路構造を併用してタッチ操作を識別すること
をベースに、更に曲げ操作を識別することも可能である。これにより、タッチパネル１０
１の集積度を効果的に向上させられるとともに、タッチパネル１０１の部材レイアウトス
ペースの複雑度を低下させられる。
【００８０】
　以上の開示は本発明の好ましい実施例にすぎず、これによって本発明の権利範囲が限定
されることはない。よって、本発明の請求項に基づき行われる等価の変形もまた本発明の
範囲に属する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動信号をタッチパネルの複数のタッチ駆動電極に付与するとともに、前記タッチパネ
ルの複数のタッチ感知電極から感知信号を取得することと、
　プリセットタッチ感知電極に対応する前記検出ユニットから取得したターゲット感知信
号を検出することと、
　検出された前記ターゲット感知信号を判断して判断結果を取得することと、
　前記判断結果に基づいて前記タッチパネルの状態を判定することと、を含み、
　前記複数のタッチ駆動電極と前記複数のタッチ感知電極により複数の検出ユニットが構
成され、
　前記プリセットタッチ感知電極は、前記複数のタッチ感知電極のうちの少なくとも１つ
であり、
　前記状態には、前記タッチパネルの曲げ操作状態及びタッチ操作状態が含まれる、こと
を特徴とするタッチパネルの検出方法。
【請求項２】
　前記検出された前記ターゲット感知信号を判断して判断結果を取得し、前記判断結果に
基づいて前記タッチパネルの状態を判定することは、
　前記ターゲット感知信号の第１パラメータが第１閾値よりも小さいか否かを判断するこ
とと、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも小さい場合に、前記ターゲット感知信号に対
応する第２パラメータが第１閾値間隔内にあるか否かを判断することと、
　前記第２パラメータが前記第１閾値間隔内にある場合に、前記タッチパネルが前記プリ
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セットタッチ感知電極の位置で曲げ操作を受け付けて前記曲げ操作状態になっていると判
定することと、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも大きい場合、又は、前記第１パラメータが前
記第１閾値よりも小さく且つ前記第２パラメータが前記第１閾値間隔よりも大きい場合に
、前記タッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極の位置でタッチ操作を受け付けて前
記タッチ操作状態になっていると判定することと、を含み、
　前記第１閾値は、前記プリセットタッチ感知電極に対応する検出ユニットによって受信
する感知信号の平均変化度合を特徴づけ、
　前記第１閾値間隔は、前記プリセットタッチ感知電極によって発生する感知信号と、前
記複数のタッチ感知電極のうちの、前記プリセットタッチ感知電極を除くタッチ感知電極
によって発生する感知信号との差分値を特徴づけることを特徴とする請求項１に記載のタ
ッチパネルの検出方法。
【請求項３】
　前記第２パラメータは第１基準値と第２基準値の差の絶対値であり、前記プリセットタ
ッチ感知電極は複数の前記検出ユニットに対応しており、前記ターゲット感知信号は複数
の前記検出ユニットに対応するサブターゲット感知信号を含み、
　前記第１基準値は、前記複数のサブターゲット感知信号の平均値であり、
　前記第２基準値は、前記複数のタッチ感知電極のうちの、前記プリセットタッチ感知電
極を除くタッチ感知電極に対応する検出ユニットによって発生した複数の感知信号の平均
値であり、
　前記第１閾値間隔は、第３基準値と第４基準値で構成される区間範囲であることを特徴
とする請求項２に記載のタッチパネルの検出方法。
【請求項４】
　前記第２パラメータが前記第１閾値間隔内にある場合に、前記タッチパネルが前記プリ
セットタッチ感知電極の位置で曲げ操作を受け付けたと判定することは、更に、
　前記第２パラメータが第３基準値よりも大きいか否かを判断することと、
　前記第２パラメータが前記第３基準値よりも大きい場合、前記第１基準値が前記第２基
準値よりも小さいか否かを判定することと、
　前記第１基準値が第２基準値よりも小さい場合、第２パラメータが第４基準値よりも小
さいか否かを判定することと、
　第２パラメータが第４基準値よりも小さい場合、前記タッチパネルが前記プリセットタ
ッチ感知電極の位置で第１の方向の曲げ操作を受け付けたと判定することとを含み、
　前記第１の方向は、前記プリセットタッチ感知電極及び前記プリセットタッチ感知電極
に隣接するタッチ駆動電極が互いに離れる方向であることを特徴とする請求項３に記載の
タッチパネルの検出方法。
【請求項５】
　前記第１基準値が前記第２基準値よりも小さくない場合には、前記タッチパネルが前記
プリセットタッチ感知電極の位置で第２の方向の曲げ操作を受け付けたと判定することを
さらに含み、
　前記第１の方向と前記第２の方向は逆向きであり、前記第２の方向は、前記プリセット
タッチ感知電極及び前記プリセットタッチ感知電極に隣接するタッチ駆動電極が互いに近
接する方向であることを特徴とする請求項４に記載のタッチパネルの検出方法。
【請求項６】
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも大きい場合、又は、前記第１パラメータが前
記第１閾値よりも小さく且つ前記第２パラメータが前記第１閾値間隔よりも大きい場合に
、前記タッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極の位置でタッチ操作を受け付けたと
判定することは、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも大きい場合、前記タッチパネルが前記プリセ
ットタッチ感知電極の位置でシングルタッチ操作を受け付けたと判定することと、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも小さく、且つ前記第２パラメータが前記第４
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基準値よりも大きい場合、前記タッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極の位置でマ
ルチタッチジェスチャ操作を受け付けたと判定することと、を含むことを特徴とする請求
項３に記載のタッチパネルの検出方法。
【請求項７】
　前記タッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極の位置でタッチ操作を受け付けたと
判定された後に、
　前記ターゲット感知信号がタッチレポートアルゴリズムを満たしているか否かを判断し
、
　前記ターゲット感知信号が前記タッチパネルのタッチレポートアルゴリズムを満たして
いる場合には、前記シングルタッチ操作又はマルチタッチジェスチャ操作のタッチ位置を
報告することをさらに含み、
　前記タッチレポートアルゴリズムは、前記シングルタッチ操作又はマルチタッチジェス
チャ操作のタッチ位置を判定するために用いられる、ことを特徴とする請求項６に記載の
タッチパネルの検出方法。
【請求項８】
　前記タッチパネルの検出方法は、更に、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも小さく、且つ前記第２パラメータが前記第３
基準値よりも小さい場合に、前記タッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極の位置で
前記曲げ操作及び前記タッチ操作を受け付けていないと判定することを含むことを特徴と
する請求項３に記載のタッチパネルの検出方法。
【請求項９】
　前記第１パラメータは、プリセットタッチ感知電極に対応する複数のサブターゲット感
知信号の分散であることを特徴とする請求項２～８のいずれか１項に記載のタッチパネル
の検出方法。
【請求項１０】
　タッチパネルであって、
　複数のタッチ駆動電極と、感知信号を取得するように構成される複数のタッチ感知電極
と、前記タッチ駆動電極と前記タッチ感知電極に電気的に接続されるタッチ回路と、を含
み、前記複数のタッチ駆動電極と前記複数のタッチ感知電極により複数の検出ユニットが
構成され、
　前記タッチ回路は、
　　駆動信号を前記複数のタッチ駆動電極に付与するように構成される駆動ユニットと、
　　前記複数のタッチ感知電極から感知信号を取得し、前記複数のタッチ感知電極のうち
の少なくとも１つであるプリセットタッチ感知電極に対応する検出ユニットからのターゲ
ット感知信号を検出するように構成される感知ユニットと、
　前記ターゲット感知信号を判断して判断結果を取得するように構成される判断ユニット
と、
　判断ユニットが取得した判断結果に基づいて、前記タッチパネルの曲げ操作状態及びタ
ッチ操作状態が含まれる前記タッチパネルの状態を判定するように構成される判定ユニッ
トと、を含むことを特徴とするタッチパネル。
【請求項１１】
　前記判断ユニットが前記ターゲット感知信号を判断して前記判断結果を取得することは
、
　前記ターゲット感知信号の第１パラメータが第１閾値よりも小さいか否かを判断するこ
とと、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも小さい場合に、前記ターゲット感知信号に対
応する第２パラメータが第１閾値間隔内にあるか否かを判断することと、を含み、
　前記第１閾値は、前記プリセットタッチ感知電極に対応する検出ユニットによって受信
する感知信号の平均変化度合を特徴づけ、
　前記第１閾値間隔は、前記プリセットタッチ感知電極によって発生する感知信号と、前
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記複数のタッチ感知電極のうちの、前記プリセットタッチ感知電極を除くタッチ感知電極
によって発生する感知信号との差分値を特徴づけ、
　前記判定ユニットが前記タッチパネルの状態を判定することは、
　前記第２パラメータが前記第１閾値間隔内にある場合、前記タッチパネルが前記プリセ
ットタッチ感知電極の位置で曲げ操作を受け付けたと判定することと、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも大きい場合、又は、前記第１パラメータが前
記第１閾値よりも小さく且つ前記第２パラメータが前記第１閾値間隔よりも大きい場合、
前記タッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極の位置でタッチ操作を受け付けたと判
定することと、含むことを特徴とする請求項１０に記載のタッチパネル。
【請求項１２】
　前記第２パラメータは第１基準値と第２基準値の差の絶対値であり、前記プリセットタ
ッチ感知電極は複数の前記検出ユニットに対応しており、前記ターゲット感知信号は複数
の前記検出ユニットに対応するサブターゲット感知信号を含み、前記第１基準値は前記複
数のサブターゲット感知信号の平均値であり、前記第２基準値は、前記複数のタッチ感知
電極のうちの、前記プリセットタッチ感知電極を除くタッチ感知電極に対応する検出ユニ
ットによって発生した複数の感知信号の平均値であり、前記第１閾値間隔は第３基準値と
第４基準値で構成される区間範囲であり、
　前記タッチ回路における前記判断ユニットは、更に、前記第２パラメータが前記第１閾
値間隔内にある場合に、前記第１基準値が前記第２基準値よりも小さいか否かを判断する
ように構成され、
　前記第２パラメータが前記第１閾値間隔内にある場合に、前記第１基準値が前記第２基
準値よりも小さいか否かを判断することは、
　　前記第２パラメータが第３基準値よりも大きいか否かと判断することと、
　　前記第２パラメータが前記第３基準値よりも大きい場合、前記第１基準値が前記第２
基準値よりも小さいか否かを判断することと、
　　前記第１基準値が第２基準値よりも小さい場合、前記第２パラメータが前記第１閾値
間隔内にあるか否かを判断することと、を含み、
　前記判定ユニットは、前記第２パラメータが前記第４基準値よりも小さい場合、前記タ
ッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極の位置で第１の方向の曲げ操作を受け付けた
と判定するように構成され、
　前記判定ユニットは、前記第１基準値が前記第２基準値よりも小さくない場合、前記タ
ッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極の位置で第２の方向の曲げ操作を受け付けた
と判定するように構成され、
　前記第１の方向は、前記プリセットタッチ感知電極及び前記プリセットタッチ感知電極
に隣接するタッチ駆動電極が互いに離れる方向であり、
　前記第１の方向と前記第２の方向は逆向きであり、前記第２の方向は、前記プリセット
タッチ感知電極及び前記プリセットタッチ感知電極に隣接するタッチ駆動電極が互いに近
接する方向であることを特徴とする請求項１１に記載のタッチパネル。
【請求項１３】
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも大きい場合、又は、前記第１パラメータが前
記第１閾値よりも小さく且つ前記第２パラメータが前記第１閾値間隔よりも大きい場合に
、前記タッチパネルが前記プリセットタッチ感知電極の位置でタッチ操作を受け付けたと
判定することは、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも大きい場合、前記判定ユニットが、前記タッ
チパネルが前記プリセットタッチ感知電極の位置でシングルタッチ操作を受け付けたと判
定することと、
　前記第１パラメータが前記第１閾値よりも小さく、且つ前記第２パラメータが前記第４
基準値よりも大きい場合、前記判定ユニットが、前記タッチパネルが前記プリセットタッ
チ感知電極の位置でマルチタッチジェスチャ操作を受け付けたと判定することと、を含む
ことを特徴とする請求項１２に記載のタッチパネル。
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【請求項１４】
　前記判定ユニットは、更に、前記第１パラメータが前記第１閾値よりも小さく、且つ前
記第２パラメータが前記第３基準値よりも小さい場合には、前記タッチパネルが前記プリ
セットタッチ感知電極の位置で前記曲げ操作及び前記タッチ操作を受け付けていないと判
定するように構成されることを特徴とする請求項１２に記載のタッチパネル。
【請求項１５】
　前記第１パラメータは、プリセットタッチ感知電極に対応する複数のサブターゲット感
知信号の分散であることを特徴とする請求項１２～１４のいずれか１項に記載のタッチパ
ネル。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図７】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】
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